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スズキ放流魚の沿岸海域における移動分布

小松伸行＊・山崎幸夫＊：＊

Migration and Distribution ofReleasedJapanese Sea Bass（L，＊eobraxhponJbus）in CoastalWaters

Abstract

Mark‾reCaPLure experimpnts were conducted to pvaluate m厄llntbn Elnd distribution（）fre】eased japanpse sea bass，

L〟J（ll）brHXjbpDn／cLl▲ヾ′inlhuI．aki coastal waters，Two brEICkish water area were se】pcted as releaselocation，namely

IIinumalake＆Naka r、iver area（centra】part oHbaraki pE・Cr．）and Tone river area（S（：）uthern border orIbaraki pref．），

し’ntil autumn fbr two‾）′earS－Old fish，rnOSt（〕fL marked fish were recapturedin shallow＋SeとL near the releaselocation and

its marked rlSh rate were unchanged．On Lhe other hand，markp｛1nshl・ate Of adult tend to decrease gradulllL）∴

From theseI、esulLs，We PreSumed typicalrrligration pattern which＼…S C～luSed by scason and growth．

key words：Japanese Sea Bass，migration，COとlSLalwaters，mark－reCfipturP StUdy

目　　的

スズキは，規則的な移動・回遊を行うことが知られており，

季節的な深浅移動を行いながら，発育段階がすすむにつれ

て，生活領域を拡大していると考えられている（小坂，1969，

林ら，1977，石戸ら，1982，鈴木ら，1984，ト円ら，1981）。本県

沿岸においても，スズキの未成魚は浅海域から人きく移動し

ないが，成丘にしたがって深場まで≠息域を比人することが

指摘されている（茨城県，1975，佐々木，1990）。水産試験場

では，スズキの放流技術を閲発するため，種苗生産した稚魚

の標識放流と追跡調査を実施しており，秋期に澗沼から降

梅したスズキが2ノ「魚になる翌年の冬まで那珂川河日付近

の潜岸域に留まっている可能性を兄いだした（山崎，2000）。

本報告では，渦汗卜那珂川および利根川に2002年に標識放

流したスズキの追跡調査結果を中心に整理し，本県の河口・

汽水域から降1毎した後のスズキ放流魚の移動・分布につい

て横言寸した√

方　　法

放流に供したスズキ稚魚は，（財）茨城県栽培漁業協会に

おいて稚苗牛産したものである．二2002年の放流結果を表1に

示した∴放流魚は全てAl′し’（アリザリンコンプレクソン）により，

凋沼および那珂川放流魚は1軋利根川放流魚は2重の標
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＊＊現在　茨城県内水面水産試験場

本報告の入費は，平成17年度円本永存学会東北・北

海道合同友部大会において報告した。

識を施した。内水面における放流魚の採掛ま，漁業者の設

置する小型定置網に人網したものを【U川又して行ったL＞海面

においては，平潟・大津の2地区から小型底曳網（5L以H，

大洗・鹿嶋の2地区から船曳納により漁獲された小雪■！魚を買

い上げた。採集したサンプルは，魚体測定と賊による年齢査

定を行った後，耳石’を摘山して蛍光顕微鏡卜で標識を確認

したLl

また　洞椚・那珂川の河口に近接する那f垢秦，大洗の2他

国こおいて1995～2003年に実施した市場調査結果から，19

95～1999牛に潤沼に標識放流された年級群について，再捕

年齢別の混獲率の推移を集計・整理した。

図1　調査水域の概要
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表12002年の標識放流結果

那珂川　4／9－4′／11　　588．000
5／′14～5′′15　　　62．000

滴沼　　　5′′24　　　　36．400

6／20　　　　　31，200

利根川　4′′24－4／26　　398．000

6ノ18－6′′19　　15．000

48．8　　　　ALCl重
43．9　　　ALCl重＋鰭カット
51．O ALCl重＋鰭加ト
36．4　　　　　ALC2重
54．4　　　　　ALC2重

瀾沼・那珂川言
利根川計　　413，000

結　　果

（1）20（）2年放流群の陸海以前の採集状況

洞沼において小型定置網により2002年6月29日から10月4

日にかけて漁獲されたスズキ0才魚の標識魚混獲やを図2に

示したこ調査尾数2，793尾のうち標識魚は868尾であり，混獲

率は31，11ねであ／Jたこなお，10月の中旬以降は0ノ「魚は採集

されなか／つた．

利根川における小型定置網で漁獲されたスズキ0才魚

は，2回目の利根川放流が実施される前の21）02年5月15口

および18日の2口分しか入手できなかった－．この時の標識魚

混獲率を凶3に示した．＿調査尾数538尾のうち標識魚は244

尾であり，混穫率は肺ノ1％であったr

∴∵∴

2003．4て9洞窟小型定置網

、く＿＿＿＿＿＿㌻ノ
降海前2002．6～10潤沼小型定置網と

図2　瀾沼の混獲率　　　図3　利根川の混獲率

（2）2002年放流群の降海後の採集状況

2002年10ノ1以降に海面および渦沼で採集された201）2年

放流群の標識魚混掛率を図4に示した〉洞沼で0才魚が採

集されなくなり，汽水域から陸海した直後と考えられる2002

年10月29日に那珂川河口に近い大洗地先で船曳網により

漁獲された68尾を調査した結果，放流魚は16尾（混獲率23・

溝）であった＿その後，200：軒2月～4月の小型店曳網（5t以

上）漁獲物では，調査尾数14引去のうち澗沼・那珂川放流魚

が13尾（混獲率8．8％），利掛目放流魚が柏尾（混獲率ほ・椚））

／／・・ト・

－4大津底曳網

ヽ亙■■■■

＼＼　ノ

2002．10大洗船曳網

2004，3鹿島船曳網

降海前2002．5番1J稚川小型定置網　　　髄

図4　茨城県各水域における標識魚の混獲率
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2003．2～4大津・平潟底曳網
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であったL－ノ2003年4月～9月には，再び凋沼の小型定置網に

より1才になった2002年放流群が漁獲され，278尾を調査し

た結果，洞沼・那珂川放流魚は90尾（漁獲率32．4％）であった

が，利根川放流魚は1尾（混獲率0．4％）しか発見されなかっ

たゝさらに2004年1月～4月の小型底曳網（5t以上）漁獲物で

は，調査尾数18尾のうち澗沼・那珂川放流魚と利根川放流

魚が1尾（5．9％）ずつ発見されたが，2004年3月に鹿島港近く

で船曳網により漁獲された57尾では，利根川放流魚のみが2

1尾（36．的）発見され，那珂川放流魚は発見されなかった⊃2
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00叫こ5～9月に2才‾魚で潤沼に出現し漁獲された24尾では，

澗沼・那珂川放流魚が7尾（29．2尾L利根川放流魚が1尾

（4，2％）であった〔J

（3）1995～1999年放流群の混獲率の推移

那珂湊，大洗における市場調査から得られた1995～1999

年に澗沼に標識放流された年級群の再捕年齢別混獲率を

図5に示した〔：いずれの放流隼級群においても，1才‾加齢す

るごとに混獲率が低卜する傾向が見られた′．

図51995～1999年潤沼放流群の那珂湊・大洗における再捕年齢別混獲率

考　　察

潤沼の小型定置網では11月以降翌春までの間スズキが

漁獲されなくなることから，冬期のスズキは主に海域で越冬し

ており，洞沼や河川内にはほとんど分イヤルていないと考えら

れるJこのため，春から秋に潤洋子で漁獲される1・2才魚は，

薬餌回遊のため海域から汽水域に再び侵入してきたものと

言える＝0才魚降7毎前〔7バ固沼，降海個二後の大洗地先及び1・

2才魚となって索餌IuJ遷してきた時の洞舶こおける混獲率を

みると，1才魚以降利根川放流魚が少しずつ混ざるものの，

那珂川放流魚の割合はほとんど変化しなかった。また，0才’

魚の降海から約1．5午後に利根川河口に近い鹿島港の地先

で漁獲されたスズキの混獲率も，降海以前の利根川の混獲

率に近い値を示し，那珂川放流魚は発見されなかった。これ

らから，渦沼・那珂川と利根川から降丁毎したスズキが，人きな

南北移動をして互いに混合することなく，各々の河口に近い

桟海域に留まっていたことが推察されるこ、一九沖合の水深

100m前後の†毎域でも冬に1才と2才のスズキが漁獲された

が，これには洞汀巨那珂川と利根川の両方の放流魚が混獲

された＿．これら沖合に分布を広げた若齢魚が全て本県の漁

場から流出するのでなければ，底曳網で漁獲されなかったも

のは再び浅海域に索餌l叶遊していると考えるのが妥当であ

るL－ノしかしながら，汽水域や浅海域の混獲率がおよそ2年間

大きく変化しなか／つたことから，沖合に達した若齢魚は掛毎

（
空
隙
鰭
禦

に留まった章Jのよりも分布量が少なかったと考えられる。

本県沿岸における3才以降のスズキの移動経路について

は，まだ明らかにされていないL＿ノ一般に成魚は末成魚よりも

移動性が高いことが知られている（小坂，1969，林ら，1977，

鈴木ら，1984，卜田ら，1984）。「陸海岸の調査事例では，岩

手県に標識放流した成魚が1年以内に青森県から福島県に

至る広い範囲で醇捕され，外†毎域におけるスズキ成魚の移

動範囲が大きいことが報告されている（石戸ら，川H2）。1995

～1999年放流群の那珂湊・大洗における市場調査結果で

は標識魚の混獲率は年齢とともに低くなった。両地区に

おける大型スズキの漁礁は地先で操業する一本釣りと流

し刺綱が中心であることから，これらの標識魚混獲率の

低下は．スズキ成魚が分布範囲を拡大した結果，放流魚

の地先漁場からの流出と天然魚の他漁場からの移入が進

行したことを示している。超音波発信器を取り付けたス

ズキは魚礁や天然樵における滞留と点在する礁間の移動

を繰り返したことから（茨城県，1984），スズキの移動は

地形の複雑な浅海域より地形が平坦な沖合域で大きくな

ると考えられる．＿　スズキ成魚は末成魚と比較して沖合域

まで深浅移動を行うため，南北への移動性章）より高くな

るであろう。

これ圭でに得られた調査結果を整理し，本県沿岸におけ

るスズキの回遊パターンを図6に示した∴2～3月頃水沫10m
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0才　　　　　　　　1才　　　　　　　　　2才　　　　　　　　3才以上
冬　春　夏　秋　冬　春　夏　秋　冬　春　夏　秋　冬　春　夏　秋　冬
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（河口・汽水湖） ⊥
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1 ▼ ●
†

▲

†

沖合域　L凶 ■■－ ■

図6　スズキの回遊パターンの模式図

以浅のか岸海域に多く分布している全長川～20mnけイズの

仔稚魚は，20～30mmになると河川感潮域や洞沼等の汽水

域に遡ト∵⇒「る‖汽水域を成育場として200mm前後に成長し

た幼魚は，秋に降海して河口に滞留する。冬には1才になっ

た幼魚の大部分が河口を離れ水深40mくらいまでの浅海域

に分布し越冬するが，大きな南北移動はしない、一部の魚は

水深100m前後の沖合域まで達し南北にも移動する。1才魚

は春以降浅海域を中心に汽水域まで索餌回遊を行い，冬に

はやや深場へ移動するが，沖合域に達するものは成魚ほど

多くない。2才‾魚以降は稀に汽水域にも山現するものの，基

本的には浅海域と沖合域の季節移動を行いながら南北に分

布範囲を広げていくL＿ノこのような深浅移動や南北移動の時期

と規模は水温分布や潮流等の影響を受けるであろうから，年

によっては回遊パタⅥンから大きく外れた移動分布を示す場

合があると考えられる。スズキの移動と環境条件との関係解

明については今後の課題である√

放流資源を有効に活用していくためには，放流魚の移動

分布を解明し，放流効果の及ぶ範囲と時期を把握することが

不可欠である。舶曳網や小型底曳網では他の魚種に混ざっ

てスズキの小型若齢魚が漁獲される。これは，降海後の河口

付近や浅海域における分布が船曳網の漁場と，冬にやや深

場に移動したときの分布が底曳綱の漁場と重なるためと考え

られる。今後，これらの漁法による小型若齢魚の間引き量を

算定する必要があるこ．一方，本県の代表的なスズキ漁業で

ある　一本釣りや流し刺網では，4～6才の大型魚が漁纏の中

心となっている〔これらは漁港から近い浅海域の魚礁や天然

礁を主漁場として操業されるため，スズキ成魚の分散につい

てさらに調査し，県内漁場からの流出量等について明らかに

する必要がある、

要　　約

（1）標識放流したスズキ稚魚の醇捕データをもとに，掴沼・那

珂川および利根川から降海したスズキの潜岸海域における

移動分布を検討した、

（2）2002年放流魚の遺跡結果から，渦沼・那珂川および利根

川から降海したスズキの人部分は，大きな南北移動を行わ

ず，各々の河Ilに近い沿岸域で1・2ケ魚の時期を過ごして

いることが示唆された

（3）一部の1■2才魚は，冬に水深100m前後の沖合域に圭で

分布し南北にも移動しているが，その割合は浅海域に留まる

ものよりも少ないと考えられるL＿

（4）市場調査における1995～1999年放流魚の混獲率の推移

から，3才以降のスズキは季節的な深浅移動をしながら南北

にも移動範囲を広げており，その結果，放流魚の漁場からの

流出と天然魚の漁場への移入が起きていると推察された√

謝　　辞

平潟・大津・那珂榛・大洗・鹿島灘をはじめとする各年確

地市場職員および漁業者の方々，澗沼＋那珂川の漁業者の

方々には試料の収集にあたり多大なご協力を頂いた．ノトか

ら厚く御礼申し上げる。

文　　献

小坂昌也（1969）仙台湾産スズキの生態．東海大学海洋学

部紀要，3，67－85．

林文三・清野精次（1977）若狭湾西部海域におけるスズキ

の生態久美浜湾における季節的移動．京都府海洋センタ

ー研究報告，1，29－43．

石戸芳男・久保田清吉・佐藤祐二（1982）三陸治岸（仙台湾

以北海域）におけるスズキの生態．水銀等汚染水域調査

報告一一第3報－，57－74，

鈴木秀禰・伊藤祐方（19掴）東京湾におけるスズキの移動と

回遊．水銀等汚染水域調査研究成果報告書，15－28．

卜田和夫・岸田達・石岡清英川＝コ義昭・高尾亀次（1984）

西部瀬戸内海におけるスズキの分布生態．水銀等汚染水

域調査研究成果報告書，29－48．

茨城県水席試験場（1975）太平洋北区栽培漁業資源生態

調査結果報告書　総括（昭和47・4円・49年度），74－81．

位々木道也（1990）茨城県沢岸における魚類資源について

－スズキの漁獲構造について－．茨城水試研報，28，日9－

96．



茨城水試研報　40，65～70（2006） スズキの移動分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69

‥」崎幸夫（2000）瀾沼から降海したスズキ放流魚の浩岸海

域における分布・移動回遊　茨城水試研報，38，15－19．

茨城県水産試験場（1984）昭和粥年度地域性屯要水産資

源管理技術開発総合研究結果報告書　スズキの資源管

．呼，1－－19．


